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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
槽体の底部で排水口を形成する排水栓と、
上下動を行うことにより排水口の開閉を行う弁部材と、
押動操作に伴い、上昇状態の保持及び保持の解除を行うロック機構を備えた遠隔操作式排
水栓装置について、
前記ロック機構は、
前記押動操作に伴い進退を行うロック軸と、
ロック軸が挿通され、ロック軸に対して回動可能に取り付けられたリング状の回転ギアと
、
押動操作の都度回転ギアを回動させる傾斜歯と、
回転ギアの位置保持を行う保持歯を有し、
前記ロック機構は、回転ギアが正規の方向とは異なる向きにある時、回転ギアが他の部材
と干渉し、回転ギア以外の排水栓装置の部材が所定位置に取り付け不可能となることで、
回転ギアが正規の方向とは異なる向きで取り付けられることを防止する誤取付防止機構を
有すること特徴とする排水栓装置。
【請求項２】
 前記ロック機構は、
ロック軸、回転ギア、傾斜歯、及び保持歯を内部に収納するケーシングを備えることを特
徴とする請求項１に記載の排水栓装置。
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【請求項３】
前記誤取付防止機構は、
回転ギアが正規の方向とは異なる向きで取り付けられた際、他部材と干渉する干渉部を備
えることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の排水栓装置。
【請求項４】
前記干渉部は、
回転ギアの内周面とロック軸の外周面の少なくとも一方に形成されたことを特徴とする請
求項３に記載の排水栓装置。
【請求項５】
前記干渉部は、
ロック軸に取り付けられたギア押さえによってロック軸に対して抜脱不能となるとともに
、
回転ギアが正規の方向とは異なる向きでロック軸に取り付けられた際、干渉部とギア押さ
えが干渉し、ギア押さえが取付不可能となることを特徴とする請求項３又は請求項４に記
載の排水栓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排水口に取り付けられた弁部材を操作し、排水口の開閉を行う排水栓装置に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の排水栓装置としては、特許文献１のように、操作部からの操作を排水口側へと伝
達する部材としてレリースワイヤとロック機構を備えたものが知られている。上記レリー
スワイヤは筒状のアウターチューブと、当該アウターチューブ内を摺動可能に配置された
インナーワイヤより成り、操作部に加えられた押動操作に連動し、弁体を下方から突き上
げることで排水口の開閉を行う構造となっている。
　上記ロック機構はスラストロック機構と呼ばれる弁体の保持機構であり、筒状のケーシ
ングと、ケーシング内部に配置されたロック軸、回転ギア、傾斜歯、保持歯から構成され
ている。ロック軸は操作部のボタン部裏側に嵌合されており、操作部への押動操作に連動
してケーシング内部を上下動可能となっている。又、ロック軸は戻りスプリングによって
、常に上方へと付勢されている。回転ギアは上記傾斜歯と保持歯と係合する係合歯が外周
に突設されているとともに、ロック軸に対して回動可能且つロック軸の上下動に追従する
よう取り付けられている。傾斜歯は回転ギアが下降した際に係合歯が当接するようケーシ
ングの内周の全周に亘って連続している。保持歯は一定の間隔を挟んでケーシングの内周
に形成されており、上記傾斜歯と対向する位置に配置されている。
【０００３】
　上記ロック機構は、押動操作によってロック軸が下限まで下降した際に、傾斜歯によっ
て回転ギアが所定角度回動するとともに、押動終了後に戻りスプリングによって上昇した
回転ギアが保持歯と噛合することによってインナーワイヤの突出状態を保持する。又、再
度操作部に押動操作が加えられた際には、回転ギアが再び傾斜歯によって所定角度回転す
るが、この時回転ギアは保持歯の間に配置され、戻りスプリングによって上昇した回転ギ
アは上端まで上昇することにより、インナーワイヤの突出状態の保持が解除される。従っ
て、使用者は押動操作毎に回転ギアが保持歯との係脱を繰り返すことにより弁体の上昇と
下降を切り換えることが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－７９４９５号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記ロック機構において、回転ギアの係止歯は左右非対称形状を成している。従って、
回転ギアが正規の方向とは異なる位置に取り付けられた場合、ロック機構が正常に作動し
なくなってしまう。
【０００６】
　本発明は上記問題に鑑み発明されたものであって、排水栓装置のロック機構に関し、回
転ギアが正規の方向とは異なる位置に取り付けられることを防ぐことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載の本発明は、槽体の底部で排水口を形成する排水栓と、
上下動を行うことにより排水口の開閉を行う弁部材と、
押動操作に伴い、上昇状態の保持及び保持の解除を行うロック機構を備えた遠隔操作式排
水栓装置について、
前記ロック機構は、
前記押動操作に伴い進退を行うロック軸と、
ロック軸が挿通され、ロック軸に対して回動可能に取り付けられたリング状の回転ギアと
、
押動操作の都度回転ギアを回動させる傾斜歯と、
回転ギアの位置保持を行う保持歯を有し、
前記ロック機構は、回転ギアが正規の方向とは異なる向きにある時、回転ギアが他の部材
と干渉し、回転ギア以外の排水栓装置の部材が所定位置に取り付け不可能となることで、
回転ギアが正規の方向とは異なる向きで取り付けられることを防止する誤取付防止機構を
有すること特徴とする排水栓装置である。
【０００８】
　請求項２に記載の本発明は、前記ロック機構は、
ロック軸、回転ギア、傾斜歯、及び保持歯を内部に収納するケーシングを備えることを特
徴とする請求項１に記載の排水栓装置である。
【０００９】
　請求項３に記載の本発明は、前記誤取付防止機構は、
回転ギアが正規の方向とは異なる向きで取り付けられた際、他部材と干渉する干渉部を備
えることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の排水栓装置である。
【００１０】
　請求項４に記載の本発明は、前記干渉部は、
回転ギアの内周面とロック軸の外周面の少なくとも一方に形成されたことを特徴とする請
求項３に記載の排水栓装置である。
【００１１】
　請求項５に記載の本発明は、前記干渉部は、
ロック軸に取り付けられたギア押さえによってロック軸に対して抜脱不能となるとともに
、
回転ギアが正規の方向とは異なる向きでロック軸に取り付けられた際、干渉部とギア押さ
えが干渉し、ギア押さえが取付不可能となることを特徴とする請求項３又は請求項４に記
載の排水栓装置である。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１及び請求項２に記載の本発明によれば、ロック機構が誤取付防止機構を備える
ため、回転ギアが正規の方向とは異なる向きで取り付けられることを防ぐことが可能とな
る。尚、ここに言う「正規の方向」とは、ロック機構が正常に動作する方向を指すもので
ある。又、誤取付防止機構によって部材の取り付けが不可能となることから、誤取付状態
のまま組み立て作業が完了してしまうことを防ぐことが可能となる。
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　請求項３乃至請求項５に記載の本発明によれば、干渉部が他部材と干渉することにより
、誤取付を防止することが可能となる。特に、請求項４に記載の本発明によれば、干渉部
が回転ギアの内周面とロック軸の外周面の少なくとも一方に形成されていることから、誤
取付防止機構の構成を簡素化することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第一実施形態の施工状態を示す断面図である。
【図２】排水口近傍を示す断面図である。
【図３】操作部近傍を示す断面図である。
【図４】操作部の部材構成を示す分解図である。
【図５】回転ギア周辺の要部拡大図である。
【図６】回転ギアを示す（ａ）平面図（ｂ）正面図である。
【図７】回転ギアが正規の方向とは異なる方向に取り付けられた状態を示す要部拡大図で
ある。
【図８】弁部材が下降状態から上昇状態へと変位する際の回転ギアの変位を示す参考図で
ある。
【図９】弁部材が上昇状態から下降状態へと変位する際の回転ギアの変位を示す参考図で
ある。
【図１０】本発明の第三実施形態における回転ギア周辺を示す要部拡大図である。
【図１１】回転ギアが正規の方向とは異なる方向に取り付けられた状態を示す要部拡大図
である。
【図１２】その他の実施形態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、本発明の排水栓装置を、図面を参照しつつ説明する。尚、以下に記載する説明
は実施形態の理解を容易にするものであって、これによって本発明が制限して理解される
ものではない。又、以下の実施形態においては、特に断りの無い限り図１に示す施工状態
を基準として上下左右を説明する。
【００１５】
　本実施形態は図１乃至図９に示すように、槽体Ｂの底部に形成された排水口１ａの開閉
を、槽体Ｂの縁部に配置された操作部２０によって遠隔的に行う排水栓装置であって、槽
体Ｂ、排水栓１、弁部材１０、レリースワイヤ１３、操作部２０、ロック機構２５から構
成されている。
【００１６】
　槽体Ｂは上方が開放された箱状の浴槽であり、底部には円形の孔部が開口され、当該底
部の開口には排水栓１が取り付けられている。又、縁部も同様に円形の孔部が開口されて
おり、当該開口には操作部２０が取り付けられている。
【００１７】
　排水栓１は上端に鍔部を有する筒状部材であって、その内部において、槽体Ｂからの排
水を排出する排水口１ａが形成されており、筒状部分の外側には雄螺子が螺刻されている
。又、排水栓１は内部に形成された突部にワイヤ受け２が取り付けられている。又、排水
栓１の筒状部分は上記槽体Ｂの底面に形成された開口に挿通されており、槽体Ｂの裏面に
配置された排水器５と螺合されている。
　排水器５は上方に向けて開口する開口部を備え、当該開口内に螺刻された雌螺子によっ
て排水栓１外周に形成された雄螺子と螺合されているとともに、その下流側には、側方に
向けて排出口６と枝管部７が延設されている。排出口６は排水器５の内部に侵入した排水
を更に下流側へと排出する配管（図示せず）と接続されている。枝管部７は可撓性を有す
るホース管を介して操作部２０と連結されている。
　ワイヤ受け２は爪部によって上記排水栓１の内部に形成された突部に係止されており、
レリースワイヤ１３端部の弁軸１７を固定する軸受部を備えている。尚、ワイヤ受け２が
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排水栓１に取り付けられた状態において、軸受部及び軸受部に固定された弁軸１７は排水
口１ａの中心となる位置に配置される。
【００１８】
　弁部材１０は外周面にパッキンが嵌着された蓋部材であり、図２に示すように、弁部材
１０が下降している状態において、当該パッキンが排水栓１の上面に当接することによっ
て排水口１ａを水密に閉塞している。又、弁部材１０は裏面において弁軸１７の先端が嵌
合されており、当該弁軸１７に突き上げられることによって上昇する。
【００１９】
　レリースワイヤ１３はアウターチューブ１４、インナーワイヤ１５より構成された伝達
部材であって、一端がロック機構２５に、他端が弁軸１７に接続されている。
　アウターチューブ１４は側面方向に可撓性を有する中空の樹脂製チューブであって、内
部には側面方向に可撓性を有する金属の撚り線であるインナーワイヤ１５が摺動可能に配
置されている。
【００２０】
　弁軸１７は図２に示すように、外筒及び内筒から成る筒状部材であり、ワイヤ受け２に
よって排水栓１の中央に固定されている。外筒はアウターチューブ１４が連結された中空
の筒状体であって、内部に内筒を収納するとともに、外側が軸受部によって係止されてい
る。内筒はインナーワイヤ１５が連結された筒体であって、内部にショックアブソーバス
プリングが配置されている。
　上記弁軸１７は、インナーワイヤ１５が排水口１ａ側へと摺動することによって内筒が
外筒より突出し、弁部材１０を上昇させる。又、当該弁部材１０の上昇状態において、弁
部材１０の上方から衝撃が加わった際には上記ショックアブソーバスプリングが収縮する
ことで当該衝撃を吸収し、部材の破損を防ぐことができる。
【００２１】
　図３に示すように、操作部２０は槽体Ｂの縁部に取り付けられ、ボタン部２１、フラン
ジ部２２を有し、フランジ部２２内部にはロック機構２５が配置されている。
　ボタン部２１は平面視円形であって、使用者が直接押動を行う部材であり、フランジ部
２２内を上下動可能に配置されている。又、ボタン部２１は裏面においてロック機構２５
のロック軸２７の先端が嵌合されている。
　フランジ部２２は上端より外側に向けてフランジ部分を備える筒状体であって、槽体Ｂ
縁部の裏面より取り付けられたナットによって、フランジ部分とナットが槽体Ｂ縁部に形
成された開口周縁を挟持することで取り付けられている。
【００２２】
　図４に示すように、ロック機構２５はスラストロック機構と呼ばれる弁部材１０の上昇
状態を保持する機構であり、筒状のケーシング２６と、ケーシング２６内部に配置された
ロック軸２７、回転ギア３０、傾斜歯３５、保持歯３６から構成されている。又、ケーシ
ング２６は上部パーツ２６ａと下部パーツ２６ｂより構成されており、上部パーツ２６ａ
が下部パーツ２６ｂの下端に配置されることで内部に回転ギア３０等を収納する空間を形
成する。
　ロック軸２７は円筒状であって、ケーシング２６上面を貫通し、その先端がボタン部２
１の裏面に嵌合されており、操作部２０への押動操作に連動してケーシング２６内を上下
動可能となっている。又、ロック軸２７は外側へと延出する鍔部２８を有し、当該鍔部２
８の上方において回転ギア３０が取り付けられる被取付部２９を有するとともに、被取付
部２９の上方には平面視略Ｃ字状のギア押さえ４１が取り付けられる凹部が形成されてい
る。ここで、図５に示すように、上記被取付部２９は段状に形成されており、下方（鍔部
２８側）が大径となるよう構成されている。又、被取付部２９の形状は後述する回転ギア
３０の内径形状と略同一となっている。又、ロック軸２７の下端は前記インナーワイヤ１
５が接続されており、ロック軸２７の上下動に応じてインナーワイヤ１５がアウターチュ
ーブ１４内を摺動する。尚、ロック軸２７は戻りスプリング４０によって常に上方へと付
勢されている。
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　回転ギア３０は図６（ａ）に示すように、平面視リング状の筒状部材であって、ロック
軸２７に対して回動可能且つロック軸２７の上下動に追従するよう、ロック軸２７が挿通
されている。又、回転ギア３０は側面より外側に向けて突出するようにして係止歯３１が
形成されている。係止歯３１は回転ギア３０の側面より９０°毎に形成され、図６（ｂ）
に示すように、正面視略三角形状であり、左右非対称形状を成している。即ち、回転ギア
３０を上下反転させた場合、係止歯３１の傾斜方向も反転する形状を成している。
　本実施形態では、回転ギア３０は、その係止歯３１が、後述する動作の為に、略三角形
状の傾斜面が傾斜歯３５や保持歯３６の傾斜面にそれぞれ合致するように配置されるのが
、正規な方向である。
　回転ギア３０の内側は上記ロック軸２７の被取付部２９と対応する段状の取付部３２を
成しており、正規の取付方向において、下方側が上方側に比べて大径となっている。尚、
取付部３２の小径部分の径は、被取付部２９の大径部分よりも小径である。又、回転ギア
３０は大径側端部より軸方向に向けて突出する凸状の干渉部３３を有している。尚、当該
干渉部３３は回転ギア３０が正規の取付方向において取り付けられている場合、他のいか
なる部材にも干渉しない。
　傾斜歯３５はケーシング２６の内周全周に亘って形成された鋸歯状であって、ケーシン
グ２６の下部パーツ２６ｂの上端であり、ロック軸２７が下限まで下降した際に回転ギア
３０（係止歯３１）が当接する位置に形成されている。即ち、傾斜歯３５は操作部２０に
対する押動操作の都度、回転ギア３０を回動させる。
　保持歯３６はケーシング２６の内周において、溝部３７を挟んで所定の間隔で形成され
ており、上記傾斜歯３５と対向する位置に傾斜面を形成されてなり、
　この傾斜面により、保持歯３６に回転ギア３０が押し当てられる都度、回転ギア３０が
回動する。尚、溝部３７は上記回転ギア３０が内部に配置可能な程度の幅を有している。
【００２３】
　ここで、上記ロック機構２５は、回転ギア３０が正規の方向とは異なる向きで取り付け
られることを防止する誤取付防止機構を備えている。本実施形態において、誤取付防止機
構はロック軸２７の外周に形成された被取付部２９と、回転ギア３０の内周に形成された
取付部３２より構成されている。当該誤取付防止機構について以下に詳述する。
　まず、回転ギア３０が正規の方向に取り付けられた場合、図５に示すように、回転ギア
３０の小径部分は被取付部２９の小径部分の外側に配置され、回転ギアの大径部分は被取
付部２９の大径部分の外側に配置される。又、干渉部３３は上方を向いて突出するように
配置されるため、他の部材と干渉することなく所定の位置に取り付けることが可能となる
。そして、凹部に対して取り付けられたギア押さえ４１によって回転ギア３０は抜脱が防
止され、装置を作動させることが可能となる。
　次に、回転ギア３０が正規の方向とは異なる方向に取り付けられた場合、図７に示すよ
うに、回転ギア３０の取付部３２の小径部分は被取付部２９の大径部分よりも小径となっ
ているため、回転ギア３０は所定の位置よりも上方に配置されるとともに、干渉部３３は
上方を向いて突出する様に配置される。又、上記状態においてギア押さえ４１を取り付け
ようとしても、干渉部３３がギア押さえ４１に干渉し、ギア押さえ４１を凹部に配置する
ことができない。従って、組み立てを行う際、作業者はギア押さえ４１が取付不可能であ
ることを確認することによって、回転ギア３０が正規とは異なる方向にて取り付けられて
いることを知ることができる。尚、図７においては、正規とは異なる方向にて取り付けら
れた回転ギア３０とギア押さえ４１とがどのように干渉するかを理解し易くするため、ギ
ア押さえ４１が取り付けられた場合に占める空間を二点鎖線で記載している。又、組み立
てを行う際に作業者は回転ギア３０の取付位置や干渉部３３の突出方向によって、回転ギ
ア３０が正規とは異なる方向に取り付けられていることが視認可能となる。
【００２４】
　上記排水栓装置は以下のように施工される。
　まず、槽体Ｂ底部に形成された開口に排水栓１及び排水器５を取り付けるとともに、操
作部２０を槽体Ｂ縁部に形成された開口に取り付け、排水器５と操作部２０をホース管で
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接続する。
　次にレリースワイヤ１３の弁軸１７側を、フランジ部２２から排水口１ａ側へと挿通さ
せる。この時、レリースワイヤ１３はホース管によってガイドされて、弁軸１７が枝管部
７より排水器５内に到達する。そして、ペンチや治具等を使用し、当該弁軸１７を排水口
１ａより槽体Ｂ内へと引き上げ、弁軸１７をワイヤ受け２の軸受部に固定した後、ワイヤ
受け２を排水栓１内に取り付ける。
　最後に、弁軸１７に弁部材１０を嵌合させるとともに、ロック軸２７にボタン部２１を
嵌合させることで施工が完了する。
【００２５】
　上記排水栓装置は以下のように作動する。
　まず、弁部材１０が下降している状態において、弁部材１０の周囲に嵌着されたパッキ
ンが排水栓１の上面と水密に当接しており、槽体Ｂ内に湯水を貯留可能となっている。こ
の時、ボタン部２１の上面はフランジ部２２の上面と面一となっているとともに、ボタン
部２１下方に配置されたロック軸２７及び回転ギア３０は上限位置に配置されている。又
、この時回転ギア３０の係止歯３１は保持歯３６の間に形成された溝部３７内に配置され
ている。
　上記弁部材１０の下降状態より、使用者がボタン部２１に対して押動操作を加えると、
ロック軸２７が下降し、インナーワイヤ１５が排水口１ａ側に向けてアウターチューブ１
４内を摺動する。そして、インナーワイヤ１５の摺動によって内筒が上昇し、弁部材１０
を下方から突き上げる。この時、図８（ａ）に示すように、ロック軸２７の下降に伴い回
転ギア３０も下降し、回転ギア３０の係止歯３１は下限まで下降した際に傾斜歯３５と当
接し、傾斜歯３５の傾斜面に沿って所定角度回転する。そして、使用者による押動操作が
終了すると、戻りスプリング４０によってロック軸２７は上方へと付勢され、ロック軸２
７及び回転ギア３０が上昇する。しかし、上述の通り、回転ギア３０は傾斜歯３５によっ
て所定角度回転されており、回転ギア３０の係止歯３１は保持歯３６の直下に位置してい
る。従って、図８（ｂ）に示すように、戻りスプリング４０の付勢により上昇した係止歯
３１は保持歯３６に形成された傾斜面によって所定角度回動した後に保持歯３６と噛合し
、回転ギア３０及びロック軸２７の高さ位置が保持される。この時、インナーワイヤ１５
は排水口１ａ側へ摺動した状態のまま保持されることから、弁部材１０は上昇状態のまま
の高さ位置にて保持される。
　弁部材１０の上昇状態より再びボタン部２１に対して押動操作が加えられると、図９（
ａ）に示すように、ロック軸２７の下降に伴い回転ギア３０が再び下降する。下限まで下
降した回転ギア３０は係止歯３１と傾斜歯３５の当接によって所定角度回転し、係止歯３
１が保持歯３６との噛合位置から変位する。そして、押動操作が終了すると、図９（ｂ）
に示すように、戻りスプリング４０の付勢によって係止歯３１は保持歯３６の傾斜面によ
って所定角度回動した後に溝部３７内に配置され、ロック軸２７及び回転ギア３０は上限
位置まで上昇し、弁部材１０を下降させる。
　以上のように、ロック機構２５は操作部２０に加えられた押動操作の都度、傾斜歯３５
が回転ギア３０を回動させることにより弁部材１０の高さ位置を保持する機構である。
【００２６】
　ここで、上記ロック機構２５において、ロック軸２５に対して上下を誤って回転ギア３
０が取り付けられた場合、操作部２０の操作に伴いロック軸２７が下降した際、係止歯３
１と傾斜歯３５と当接する傾斜面の向きが逆となるため、所定角度回転することが無く、
正常に動作しなくなる。
　そこで、上記本発明においては、ロック機構２５が回転ギア３０の誤取付防止機構を備
えるため、回転ギア３０が正規の方向とは異なる向きで取り付けられることを防ぐことが
可能となる。従って、施工不良による誤作動等を防止することが可能となる。
【００２７】
　本実施形態は以上であるが、本発明は上記実施形態の形状に限られるものではなく、発
明の要旨を逸脱しない範囲内において、種々の形状変更を加えても良いものである。
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　例えば、上記第一実施形態において、誤取付防止機構は段状部分を有する被取付部２９
と、段状部分を有する取付部３２より構成されていたが、図１０及び図１１に示す第二実
施形態のように、段状部分に代えて被取付部２９と取付部３２に形成された傾斜面によっ
て誤取付防止機構を構成しても良い。尚、以下に本発明の第二実施形態について説明する
が、誤取付防止機構以外の箇所については上記第一実施形態と同一であるため、その他の
箇所については第一実施形態と同じ番号を付してその説明を省略する。
【００２８】
　図１０に記載する第二実施形態において、誤取付防止機構はロック軸２７の外周に形成
された被取付部２９と、回転ギア３０の内周に形成された取付部３２より構成されている
。当該誤取付防止機構について以下に詳述する。
　被取付部２９はロック軸２７の外周に形成された傾斜面であり、下方が大径となるよう
構成されている。又、被取付部２９の形状は後述する回転ギア３０の内径形状と略同一と
なっている。
　取付部３２は回転ギア３０の内側に形成され、上記ロック軸２７の被取付部２９と対応
する傾斜面であって、正規の取付方向において、下方側が上方側に比べて大径となってい
る。尚、取付部３２の小径部分の径は、被取付部２９の大径部分よりも小径である。又、
回転ギア３０は大径側端部より軸方向に向けて突出する凸状の干渉部３３を有している。
尚、当該干渉部３３は回転ギア３０が正規の取付方向において取り付けられている場合、
他のいかなる部材にも干渉しない。
【００２９】
　上記第二実施形態において、回転ギア３０が正規の方向に取り付けられた場合、回転ギ
ア３０の小径部分は被取付部２９の小径部分の外側に配置され、回転ギアの大径部分は被
取付部２９の大径部分の外側に配置される。又、干渉部３３は下方を向いて突出するよう
に配置されるため、他の部材と干渉することなく所定の位置に取り付けることが可能とな
る。そして、凹部に対して取り付けられたギア押さえ４１によって回転ギア３０は抜脱が
防止され、装置を作動させることが可能となる。
　次に、回転ギア３０が正規の方向とは異なる方向に取り付けられた場合、図１１に示す
ように、回転ギア３０の取付部３２の小径部分は被取付部２９の大径部分よりも小径とな
っているため、回転ギア３０の取付部３２の大径部分をロック軸２７の被取付部２９の大
径部分の外側に配置することができない。従って、回転ギア３０は所定の位置よりも上方
に配置されるとともに、干渉部３３が上方を向いて突出する様に配置される。ここで、上
記状態においてギア押さえ４１を取り付けようとすると、干渉部３３がギア押さえ４１に
干渉し、ギア押さえ４１を凹部に配置することができない。従って、組み立てを行う際、
作業者はギア押さえ４１が取付不可能であることを確認することによって、回転ギア３０
が正規とは異なる方向にて取り付けられていることを知ることができる。尚、図１１にお
いては、正規とは異なる方向にて取り付けられた回転ギア３０とギア押さえ４１とがどの
ように干渉するかを理解し易くするため、ギア押さえ４１が取り付けられた場合に占める
空間を二点鎖線で記載している。又、作業者は回転ギア３０の取付位置や干渉部３３の突
出方向によって、回転ギア３０が正規とは異なる方向に取り付けられていることが視認可
能となる。
【００３０】
　本発明の実施形態は以上であるが、本発明は上記各実施形態の形状に限られるものでは
ない。例えば、第一実施形態と第二実施形態を組み合わせ、取付部３２を段状、被取付部
２９を傾斜面より構成しても良く、逆に、取付部３２を傾斜面、被取付部２９を段状に構
成しても良い。又、取付部３２や被取付部２９を凸部や凸条より構成しても良く、発明の
要旨を逸脱しない範囲において種々の形状変更を加えても良いものである。
　又、各実施形態において、操作部２０は槽体Ｂの縁部に配置されていたが、図１２に示
すように、操作部２０やロック機構２５が槽体Ｂの側面に取り付けられる構造であっても
良い。又、ロック機構２５の構造に関し、傾斜歯３５がケーシング２６以外に形成されて
いるなど、発明の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が加えられていても良い。
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　又、上記各実施形態における排水栓装置は、操作部に押動操作を加えることで弁部材の
昇降操作を行う構造であったが、弁部材の内部にロック機構が配置されており、弁蓋を直
接押動することによって弁部材の昇降を行う構造の排水栓装置に採用しても良い。
　又、上記各実施形態においては、回転ギア３０が正規の方向とは異なる向きで取り付け
られた際、ギア押さえ４１が取付不可能となるよう構成していたが、本発明の排水栓装置
はこれに限るものではない。即ち、回転ギア３０が正規の方向とは異なる向きで取り付け
られた際、ロック軸２７やその他の部材が正規の位置に取付不可能となるよう構成しても
良い。
【符号の説明】
【００３１】
Ｂ　　　槽体
１　　　排水栓
１ａ　　排水口
２　　　ワイヤ受け
５　　　排水器
６　　　排出口
７　　　枝管部
１０　　弁部材
１１　　弁蓋
１３　　レリースワイヤ
１４　　アウターチューブ
１５　　インナーワイヤ
１７　　弁軸
２０　　操作部
２１　　ボタン部
２２　　フランジ部
２５　　ロック機構
２６　　ケーシング
２６ａ　上部パーツ
２６ｂ　下部パーツ
２７　　ロック軸
２８　　鍔部
２９　　被取付部
３０　　回転ギア
３１　　係止歯
３２　　取付部
３３　　干渉部
３５　　傾斜歯
３６　　保持歯
３７　　溝部
４０　　戻りスプリング
４１　　ギア押さえ
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